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キトサンの施用が数種畑作物の生育と
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摘要
キトサンの土壌処理がカンショ， トウモロコシ及びダイズの生育と雑草酎性に及ぽす影響について，
台地の闘場を用いて実験を行った。カンショは，キトサン処理区で茎の長さなど，地上部の生長量が大
きく，塊根形成数も増加する傾向がみられた。トウモロコシとダイズは，キトサン処理区で草丈，さや
数や乾物霊等からみた生育が良く， とくにダイズは，官官報と開様の生育促進効果を観察した。また雑草
については，実験顕場に発生した草種の範囲内ではキトサン処理による生育促進効果は無く，一方雑草
発生下においてもキトサン処理による作物の生育促進効果がみられたため，作物の雑草耐性はキトサン
処理により高まるという結果となった。
Summary 
The effects of chitosan on the growth of sweet potato， Itomo倒的tatasLam.， and the growth 
and the weed tolerance of sweet corn， Zea mayze L. var. saccharata Bailey， and soybean， Glycine max 
Merr.， were investigated in field experiments. The growth of airial vine of sweet potato was 
promoted by the application， and the length and the dry matter of shoots of sweet corn and soybean 
were also promoted by the application and the results in soybean were the similar as those in the 
preceding report. Chitosan did not promote the growth of weed species infesting the experimental 
field， so the weed tolerance of sweet corn and soybean was the higher under the application， because 
the growth of these crops was promoted by the application even in no-weeding plots. 
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緒 言語
生物界に広く分布するキチンの分解産物である
キトサンは，現在種々の分野において有効利用法
の研究が活発に行われているが刊農業面におい
ても，ダイズ等の種々の作物の栽培へのキチン，
キトサン処理の効果が関場実験等により研究され
ている日)。また著者等も，ダイズについて実験を
行った結果，キトサンの処理によって茎葉部の生
長が促進され，また個体当たりの分校数や総節数
が増加し，それに伴って個体当たりのさや数や子
実数が増加して収量が高まることをすでに報告し
ている2)。キトサンを作物に施用した場合の生育
促進的効果については，抗菌性や植物細胞の活性
化との関連など，若干の論議が行われているがヘ
促進効果の発現の仕方やその作用機作については
未だに明確な解析は行われていない。
本実験は，上場台地にある当研究センターの関
場の立地条件において，種々の畑作物へのキトサ
ン処理の影響を比較検討するために行ったもので
ある。その中では，ダイズについての再実験とと
もに，カンショ及びトウモロコシを供試して異な
る科に属する作物の生育への効果をみるとともに，
関場に自然発生する多様な雑草に対するキトサン
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処理の影響を観察して，作物と雑草への援合的な
作用に基づく作物の雑草耐性への効果についても
検討を行った。
材料及び方法
圃場実験は，すべて唐津市神田地区で海抜約120
mの台地上にある海浜台地生物生産研究センター
闘場において， 1995年 6~1l月にかけて行った。
1 )カンショ
供試した顕場の面積は1.5aで，品種はトサベニ
を用いて80cm間関の畦上に株間25cmの間隔として，
6月12日に苗を 1本ずつ植え付けた。この場合，
地域では雑草防除をかねて黒色ポリマルチをかけ
ることが多いが，本実験ではキトサン液処理を行
うためにマルチは行わず，全区に除草剤のトリプ
ルラワン粒剤の散布(製品量で4kg/10 a) と手
取り除草を行って雑草を防除した。肥料は，慣行
の基準に従ってNPK(成分4，15， 20%)化成
肥料を使用し， N成分量で4kg/10 aずつ耕起時
に元肥として施用した。病虫害の防除等は，すべ
て地域の慣行に従った。
キトサン処理は，濃度7%のキトサンを 7%酢
酸溶液に湾かした市販の製剤(第一製網株式会社
製キトース α)を用いて， 300倍希釈液(キトサン
の濃度は約233ppm)として， 1m'当たり 1リットル
ずつの最を植え付け後に約2週間毎に計5聞の散
布を行った。また無処理区には，同時期に間最の
水を散布した。
鵠査は，カンショの生育に伴い各区の中庸株を
選んで 6~9 個体を採取し，植え付け後45 日， 60 
日及び120日に茎の長さ，葉面積，地上部乾物重，
形成した塊根の{回数等を調べた。
2 ) トウモロコシ
供試した闇場の面積は4.3aで，品種はスイート
コーンのゴールデンアローを用いて，畦幅60cm，
株間30cmの間隔で6月16日に 2粒ずつ播種し，後
に間引きして 1本のみを残し，栽植密度を4.8本
/出?とした。除草区は，土壌処理除草剤のベンチ
オカーブ・プロメトリン粒剤を製品量で4kg/10 
aず、つ散布して，その後は適時に手取り除草を
行って後発生の雑草を除去する区(完全除草区)
あるいは放任区(初期除草区)を設け，無除草区
は，自然発生の雑草をそのまま放任状態に保った。
肥料は， 6月13日の耕起時に地域の一般的な慣行
に従ってNPK(成分14，16， 14%)化成肥料を
N成分最で8kg/10 aずつ元肥として施用し，追
肥は行わなかった。また 8月中旬には，やや千ば
っ気味のため，間場に潜水を実施した。病虫害の
防除等は，すべて地域の慣行に従った。
キトサン処理は，上記と同じの300倍希釈液(キ
トサンの濃度は約233ppm)を用いて， 1m2当たり 1
リットルずつの量で、播種後の l遇問自に第 l回の
散布を行い，その後は約2週間毎に 4屈で計5屈
の散布を行った。また無処理区には，同時期に同
量の水を散布した。
調査は， トウモロコシの生育に伴って播種後40
日及び63日に各区の中痛株を選び， 2~4 個体ず
つ採取して草丈，茎基部の直径，乾物震などを測
した。雑草については，播種後の12日， 27日，
44日， 60日， 77日の 5回， 30X30cmの枠を 4反復
で闘場に設置して，すべての個体を抜き取って草
種別の個体数，乾物重等を調査した。
3 )ダイズ
供試した闘場の面積は4.3aで，品種はフクユタ
カを用いて，畦1(.届60cm，株間30cmの間隔で7月1
9 日に 2~3 粒ずつ播種し，後に間引きして 1 本
立ちとした。栽植密度は， 4.8本/ばである。除草
区は，上記と同じくベンチオカーブ・プロメトリ
ン粒剤を製品量で4kg/10 aずつ処理して，後に
は適時に手取り除草を行って後発生の雑草を除去
する毘(完全除草区)あるいは放任区(初期除草
区)を設け，無除草区は，自然発生の雑草をその
まま放任状態に保った。肥料は， 7月四日の耕起
時に硫安，過石，塩加の単肥をN，P， K成分量
でわ 4，4 kg/10 aずつ元肥として施用し，追
肥は行わなかった。また 8月中旬には，やや干ば
つ気味のため，関場に権水を実施した。病虫害の
防除等は，すべて地域の慣行に従った。
キトサン処理は，上記と閉じの300倍希釈液(キ
トサンの濃度は約233ppm)を用いて， 1m'当たり 1
リットルずつの量で、播種後の 1週間自に第1回の
散布を行い，その後は約2週間毎に 2田で計3回
の散布を行った。また無処理区には，同時期に向
量の水を散布した。
調査は，ダイズ、の生育に伴って，播種後60日及
29 
び110日に各匿の中庸株を選び， 4 ---10個体ずつ採
取して草丈，主茎節数，分枝数，さや数，乾物重
などを調査した。雑草については，播撞後60日の
1田， 30X30cmの枠を 4反復で間場に設置して，
すべての個体を抜き取って革種別の個体数，乾物
重等を調査した。
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実験結果及び考察
1 )作物の生育に及ぽすキトサン処理の影響
本実験におけるカンショの生育をみると，植え
付け後45日目の生育初期及び60日自ともに，
サン処理区では個体当たりの茎の生長最は40%程
度長く，葉面積及び乾物重も大となった。また120
日自においても，処理区では茎の生長量は約10%
長く，塊棋の個数はやや多い傾向がみられ，さら
に葉色については，無処理区には黄化した葉が多
かったのに対して，キトサン区で、は禄色を保った
葉が多くみられた(第1----3図)。これらの結果を
みると，キトサン処理によりカンショの栄養成長
の促進刊老化の抑制などの効果が考えられるが，
実験を行った1995年の盛夏期はやや干ばつの傾向
にあり，とくにカンショ臨場は潅水を行わなかっ
たために，カンショの生育が全般的に不良であっ
たことが，前報に述べたごとく 2)キトサン施用の
効果が生じ易かったとも思われる。これらの点に
今後も年次を変えて再確認をする予定
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キトサン処理匹では， トウモロコシの生長量が
大きく，播種後408目及び63日目ともに，草丈，
茎基部の直径及び乾物重が無処理区に比べて大き
かったが(第1表)，本年の場合，子実収量につい
ては鳥や害虫による被害が著しかったために調査
ができなかった。しかしゴソレフ場の芝草ではキト
サン施用の効果があるという報告3)もあり，
期の結果では， トウモロコシなどのイネ科作物に
も1995年のごとく干ばつ傾向にある場合は何らか
の生育促進効果が生じることが考えられる九
実収量を含めて，さらに検討を進めたい。
i )ダイズ
カンショの 1個体巡り塊根形成数
経1-;]け後
日数
第 3図
キトサン処理区では，ダイズの生長量が大きく，
播種後60日目及び110日目ともに，乾物重，さや数
及び分校数が無処理区に比べて大きかったが(第
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第 1表 キトサンの施用がトウモロコシの生育に及ぼす影響 (l{副本当り)
茎基部の直径 (cm)草丈 (cm) 乾物重 (g)
試験区
播種後40日目 63日回目 播種後40日日 63日白目 播穫後40日目 63臼目白
キトサン区
完全除草区
無処理区
キトサン区
初期除草区
無処理区
キトサン区
無除草区
無処理区
126.2:t6.3 
(121) 
104.6土5.9
(100) 
94.4:t4.7 
(122) 
77. 3:t4. 6 
(100) 
51.0ごと7.8
(107) 
47.6:t5.5 
(100) 
140.0:t6.5 
(122) 
114.9:t7.5 
(100) 
140.0土11.3
(125) 
l11.9:t4.2 
(100) 
60.7ごと2.7
(112) 
54.2士4.4
(100) 
※カッコは無処理区 (100%)に対する比率(%)
37. 5:t9. 3 
(156) 
24.1土3.9
(100) 
15.5ごと2.。
(214) 
7.2:t0.8 
(100) 
2.1士0.1
(139) 
1.5:t0.3 
(100) 
66.1ごと17.1
(212) 
31.2:t12.6 
(100) 
54.9土7.4
(190) 
28.8士3.0
(100) 
4.7土1.1
(185) 
2.5土0.8
(100) 
第 2表 キトサンの施用がダイズの生育に及ぼす影響
試験区
キトサン区
完全除草区
無処理区
キトサン区
初期除草区
無処理匿
キトサン区
無除草事区
無処理Iz:
地上部乾物重 (g)
播穏後60日自 110臼自
85.6土7.6
(130) 
65.7玄30.2
(100) 
52. 3:t 13.1 
(106) 
49.5士15.3
(100) 
23.8土5.3
(116) 
20.6土11.1
(100) 
97.0土26.6
(116) 
83.4土22.1
(100) 
73.9:t21.6 
(114) 
64.8二t19.7
(100) 
52.4土24.7
(129) 
40.6:t12.1 
(100) 
※カツコは無処理区(100%)に対する比率(%)
さや数
播種後110日自
112. 3:t27.1 
(122) 
92.1土13.3
(100) 
74.6土21.3 
(145) 
51.4土21.7 
(100) 
56.8:t24.7 
(120) 
46.9土12.5
(100) 
14.3土0.4
(103) 
13.9土2.9
(100) 
13.4:t0.3 
(119) 
11.2土2.0
(100) 
7.l:t0.9 
(116) 
6.1土1.4
(100) 
分校数
19.7:t4.4 
(142) 
13.9土1.2
(100) 
16.7:t 1. 6 
(136) 
12.3:t0.8 
(100) 
7.4土0.5
(115) 
6.5:t0.3 
(100) 
播種後110日目
5.7土1.3
(104) 
5.5ごと1.4
(100) 
3.9:t0.9 
(134) 
2.9土1.0
(100) 
3.0土0.7
(103) 
2.9士0.9
(100) 
2表)，本年の場合，子実収量については開花，結
実初期の塩害により収穫皆無状態となったために
調査ができなかった。すでに著者等は，当セン
ターの開場等を用いた実験結果として，キトサン
処理によるダイズ、の生育への促進効果を報告して
いるが刊本年の結果は，子実収量は測定できな
かったもののそれらの結果と類似のものであった。
こうしたダイズにおけるキトサンの効果は，根系
に形成される根粒の活性との関連性が報告されて
いる九当センターの畑画場においても同様の領
向がみられるのか，今後解析を行う必要がある。
2 )作物の雑草弼性に及ぼすキトサン処理の影響
i )発生雑草の犠類と生育
本実験を行った関場に自然発生した雑草の種は，
ヒメイヌピエ，メヒシパ，ヌカキピ等のイネ科及
びカヤツリグサ科のカヤツリグサが極めて多く，
その他に若干の広葉雑草がみられたが，マメ科の
革種はほとんどなかった。これら全革撞の発生，
生育の状況は，園場内の各区や調査枠を設置した
場所によりムラがあり，そのために各処理区等に
より草種ごとの本数や生育量に多少が生じた。し
かし全体的にみると，本実験の範囲内では発生雑
草の種類，本数や重量等において，各車種ともに
キトサン処理による大きな差異はなかったと考え
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キトサンの施淘がトウモロコシ畑の初期
除草区における雑草の生育量に及ぽす影
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(第七 5函)。
i )雑草発生下における作物の生育
トウモロコシ及びダイズともに，除草剤処理に
よって生育初期の雑草発生を抑制して後発雑草を
放任した場合(初期除草区)，及び無除草で全生育
期間を通じて雑草が繁茂した場合(無除草毘)に
おいても，完全除草区と間様にキトサン処理に
よって作物の生育促進がみられ，一方雑草の生育
は処理によって変わらなかったために，相対的に
作物の雑草耐性はキトサン処理によって高まる結
果が得られた(第 1， 2表及び第4， 5図)。この
ような結果は，イネ科植物でも作物と雑草とでは
キトサンの作用あるいは施用量に対する反応が異
なることを示すのか，また他の植物撞，とくにマ
メ科雑草が発生した場合はどうかなど，今後の検
討課題と思われる。
ている
